
 

 

 

 

 

 

 本日からは、全員がそろって学校に来るようになりました。子どもたちにとっては、クラスの全員と会

うのは7月以来となります。午前中の授業ではありますが、授業も本格的に始まり、給食もおこなうよ

うになりました。休み時間も運動場で遊べます。待ちに待った子どもたちもいることだと思います。み

んなで、安全で安心できる学校にしていきます。 

●地域の有志のみなさんにお世話になりました。 
地域の方から、「今、学校も大変なんだね。学校のまわりの草がたくさん生えているね。わたしたち

で協力して刈りましょうか。」と言っていただきました。いつも、学校の職員で環境整備をしたり、

PTA 環境整備作業でお世話になったりして、子どもたちのための環境を整えてきましたが、今年は

環境整備作業が延期となったり、職員の手だけでは草の伸びるスピードに追いつけなくなってしまっ

たりと、正直困っていました。そこに地域の方が声をかけていただきました。 

地域の有志のみなさま方と教職員で、子どもたちが学校に出てくる前日に全校の除草作業を行い

ました。草刈り機や軽トラックも貸していただき、トラックに何杯も除草していただきました。「子ども

たちが来る前にきれいになってよかったね。」「子どもたちが喜んでくれると、わたしたちもうれしい

からね。」と言っていただきました。本当にありがたい限りです。とてもきれいになりました。ご協力あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

●運動会について(続報) 
10 月 9 日(土)に行う予定の運動会ですが、現在のところ「保護者のみなさんの参観は可」と考え

ています。「感染対策をとったうえで…」という教委からの指示ですので、運動場での動線や時間等

に不自由をかけることになりますが、“できる限り子どもたちの様子をみていただきたい”という思い

です。近隣校では、「参観不可」というところもあります。規模や感染状況によって異なります。本校も

今後の状況によっては「参観不可」となる場合があるかもしれませんが、現在は参観していただく予

定です。感染が収まりますように…と祈るばかりです。 
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【12名の有志の方々

です。(順不同)】 

・竹内さん 

・鈴木さん 

・毛利(良)さん 

・鵜野さん 

・小崎さん 

・村上さん 

・伊藤さん 

・荒木さん 

・杉山さん 

・毛利(幸)さん 

・野呂さん 

・山口さん 

 



●子どもたちが学習しました。 
9月16日(木)、17日(金)の分散登校日にすべての学級で以下のことについて学習しました。 

 

 全国や県内、四日市市内をみても感染者数は減少傾向にあります。しかし、まだまだ安心できる状
態ではありません。そこで、各学級で「新型コロナウイルス感染症対策について」を学習しました。マ

スクをきちんと着用すること(熱中症などが心配なときははずすけど、話をひかえること。お茶を飲ん

だ後もすぐにはめること…なども含む)、手洗いや消毒をきちんとすること、友だちとの『パンダの距

離』をとること…などを再確認しました。 

 

 

 

 以前から、「コロナに関する差別」については学習してきました。若

年層の感染者が増加していることもあり、子どもたちも「いつ」「だれ

が」罹患してもおかしくない状況です。もちろん、感染した人たちも対策は行っていたはずです。しか

し、感染力が強いウイルスによって侵されてしまいます。 

 「コロナになった人が悪いわけではない!!コロナという感染症がダメなんだ!!」ということを確認し

ました。 

 
 

報道でもあるように、本市では、12 歳以上のワクチン接種が行われるよ

うになりました。加えて「職場やまわりの人から強要された」「接種を受けて

いないから差別的な扱いをされた」という報道も耳にします。そこで、子ど

もたちと一緒に、この問題について学年に応じて学習をしました。 

6 年生の子どもたちのなかにも接種している子もいます。しかし、もちろん接種していない子も

います。それは、本人の意思であったり、家族の方の考えであったり、からだのことであったり…とさ

まざまな理由からワクチン接種できない人もいます。接種を強要したり、接種しない理由をしつこく

聞いたりすることはあってはならないことです。特に 6 年生の子どもたちは、自分たちの身近なこと

なので、しっかりと考えていました。 

 
 

9月 1日からオンライン学習をおこなってきました。オンラインでの学習は、とても便利なものでは

ありますが、使い方によっては相手や参加している全員を不快にしてしまうこともあります。オンライ

ン学習のようなインターネットは不特定多数が利用する『公共の場』です。インターネットでも、実生

活と同じように、多くの人たちの視線があり、非常識なふるまいは批判されてしまいます。 

「突然、大きな声で叫ぶ」「家でくつろぐような服装で授業に参加する」「卑猥なことばを発言したり、

チャットで書いたり」…などという様子が市内の学校からも見られたとも聞いています。オンライン学

習は、「みんなが見てる!!」という意識をもって参加することを再度、みんなで確認しました。 

コロナに関する差別について 

コロナワクチンに関する差別について 

情報モラルについて 

新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大防止に関するお願い】 

 お子さんに発熱等の風邪症状や通常と異なる体調不良等がある場合は、必ず学校へ連絡くだ

さい。なお、登校につきましては控えていただき、ゆっくりと自宅で休養してください。同居の

家族等に症状がある場合も同様です。登校を控えていただきますようにお願いします。 


